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   　  最近の業績の動向等を踏まえ、平成25年2月6日に発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

　　　お知らせいたします。

　　　●業績予想の修正について

　　　  平成25年3月期通期連結業績予想数値の修正 (平成24年4月1日～平成25年3月31日)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 　　　　　　円　銭

前回発表予想 (Ａ) 44,000 900 800 1,300 103.16

今回修正予想 (Ｂ) 43,819 394 330 1,092 86.69

増減額 (Ｂ－Ａ) △ 181 △ 506 △ 470 △ 208

増減率 (%) △ 0.4 △ 56.2 △ 58.8 △ 16.0

（ご参考）前期実績

（平成24年3月期） 41,866 269 243 △ 108 △ 8.63

　　　  平成25年3月期通期個別業績予想数値の修正 (平成24年4月1日～平成25年3月31日)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 　　　　　　円　銭

前回発表予想 (Ａ) 17,300 450 350 200 15.87

今回修正予想 (Ｂ) 17,037 265 227 129 10.30

増減額 (Ｂ－Ａ) △ 263 △ 185 △ 123 △ 71

増減率 (%) △ 1.5 △ 41.1 △ 35.1 △ 35.5

（ご参考）前期実績

（平成24年3月期） 16,955 503 433 △ 92 △ 7.32

　　　　修正の理由

以上

平成25年5月10日

するとして予想していた業績は大きく下回ることとなり連結通期業績予想数値及び個別通期業績予想数値の

当社の第3四半期連結累計期間及び第3四半期個別累計期間までの業績は、順調に推移してまいりましたが
第4四半期連結会計期間及び第4四半期個別会計期間に入り、エコカー減税終了に伴う車輌輸送の減、景気
悪化に伴う雑貨輸送の低迷、更には大型低気圧による配船数の減少、原油価格高騰による運航コストの上昇
等の原因により業績は伸び悩みました。第4四半期連結会計期間及び第4四半期個別会計期間も順調に推移

修正を行いましたのでお知らせいたします。

（TEL．03－5203－7982）

業績予想の修正に関するお知らせ

記


